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コ
ラ
ム 

 
 

 
 

夏
野
菜
の
収
穫
が
終
わ
り
、
圃
場
で
は
大

根
、
蕪
、
法
蓮
草
、
小
松
菜
な
ど
冬
野
菜
の
栽

培
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

夏
募
金
で
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
で
コ

ン
バ
イ
ン
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
稲
刈
り

も
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

  

１０
月
１６
日(

木)

に
伊
勢
神
宮
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
「
神
嘗
祭
」
と
「
初
穂
曳
」
に
初
め
て

参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。
豊
田
推
協
、
梅
村
会

長
の
お
誘
い
を
受
け
、
い
ず
れ
も
伊
勢
修
養
団

様
に
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
の
伝
統

と
文
化
を
知
る
事
で
、
感
謝
す
る
心
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。 

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
、
農
業
や
植
林
を
通
じ
た
活

動
で
人
類
の
恒
久
平
和
を
願
っ
て
い
ま
す
。
世

界
で
は
様
々
な
立
場
に
よ
っ
て
、
違
っ
た
意
見

が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国

で
最
も
大
切
に
し
て
い
る
物
事
が
原
因
で
争
い

が
起
こ
る
の
は
悲
し
い
事
で
す
。
お
互
い
を
尊

重
し
あ
い
、
協
力
す
る
道
を
探
る
に
は
ど
の
様

な
方
法
が
あ
る
の
か
、
考
え
る
機
会
に
も
な

り
ま
し
た
。 

地
域
の
神
社
で
も
秋
の
大
祭
が
執
り
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
私
の
住
む
豊
田
市
藤
岡
地
区
で

は
、
棒
の
手
や
お
神
輿
が
奉
納
さ
れ
ま
す
が
、

地
区
に
よ
っ
て
は
巫
女
舞
が
あ
っ
た
り
、
鉄
砲

隊
が
あ
っ
た
り
、
少
し
ず
つ
異
な
り
ま
す
。
祭

り
を
通
じ
て
世
代
を
超
え
た
交
流
が
生
ま

れ
、
伝
統
と
文
化
が
受
け
継
が
れ
る
場
と
な
っ

て
い
る
様
子
を
う
か
が
う
と
、
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。 

筑
田
明
生 
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２
０
２
５
オ
イ
ス
カ
デ
ー
開
催 

 
    

９
月
２０
日
（
土
）
、
愛
知
県
支
部
主
催
・
安
城
推

進
協
議
会
主
管
の
「2025

オ
イ
ス
カ
デ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
「
ツ
キ
を
呼
ぶ
魔
法
の
言

葉
」
の
著
者 

五
日
市
剛
氏
を
迎
え
た
講
演
会
を

企
画
。
２００
余
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 河

合 

秀 

 

       

主催者挨拶をする愛知県支部会長 光岡保之 

設
立
５
０
周
年 

豊
田
東
名 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

 

１０
月
１１
日
（
土
）
、
名
鉄
ト
ヨ
タ

ホ
テ
ル
を
会
場
に
豊
田
東
名
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
設
立
５０
周
年
記
念
式

典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

同
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
２０
年
間

に
わ
た
り
「
緑
の
森
ツ
ア
ー
」
を
実

施
。
市
内
中
学
生
と
一
緒
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
ス
州
に
あ
る
モ
ル
カ
ボ
ッ

ク
島
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
植
林
、
現
在

島
の
周
り
は
緑
の
森
が
見
事
に
広
が

り
、
台
風
の
防
風
林
と
し
て
の
機
能

も
備
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
式

典
で
は
、
現
地
バ
ゴ
研
修
セ
ン
タ
ー
と

中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ぞ

れ
２０
万
円
の
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
東
名
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
更

な
る
活
動
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。  

 
 
 
 
 

小
杉
裕
一
郎 

 

 
 

豊田東名ＬＣ光岡正和会長から 

目録を受けるバゴ研修センター渡辺重美所長 



 

 

 
オ
イ
ス
カ
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

視
察
と
全
国
育
樹
祭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て 

                    

◆
サ
ツ
マ
イ
モ
の
掘
り
取
り
：
２
ト
ン
の
収
穫 

【９
３
名
参
加
】 

第
６
回 

農
ボ
ラ
デ
ー 

１０
月
１１
日
（土
）午
前
９
時
～
正
午 

（通
算
３６
回
目
）今
年
度
参
加
者
数
３４５
名
／
農
ボ
ラ
参
加
者
累
計
１
、
２
３
８
名 

   

 
 
 

 
 

 
 
 

 

                          
 
 
 

 

  

                             

  
 
 

 

    

 

                      

                            
 

開
会
式
を
行
う
頃
は
、
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
い
ざ
作
業
の
時
に
は
ピ
タ
ッ
と
雨
が
上
が
り
、
丁

度
よ
い
環
境
で
作
業
が
実
施
で
き
ま
し
た
。
休
憩
時

に
は
少
雨
が
落
ち
ま
し
た
が
、
休
憩
後
は
ま
た
ピ
タ

リ
と
雨
が
上
が
り
ま
す
。 

天
（
神
仏
）
は
よ
く
見
て
み
え
ま
す
。
志
の
高
い

方
々
に
存
分
に
作
業
を
完
遂
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
思
し
召
し
に
心
か
ら
感
謝
し
、2,000

キ
ロ
（
２
ト
ン
）

の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
上
げ
ま
し
た
。 

雨
の
中
、
コ
ア
の
メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
部
長
会
の
方
々
、
「
ス
ー
パ
ー
や
ま
の
ぶ
」
の
副

社
長
さ
ん
は
じ
め
幹
部
社
員
さ
ん
、
新
入
社
員
の

方
々
、
丹
羽
推
協
か
ら
は
鈴
木
会
長
さ
ん
、
み
よ
し

推
協
か
ら
も
初
参
加
い
た
だ
き
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
数
よ

り
参
加
者
数
の
方
が
多
い
の
で
は
と
気
勢
が
上
が
り

ま
し
た
。 

先
ず
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ツ
ル
切
り
と
そ
の
ツ
ル
を
運

び
出
す
作
業
。
そ
の
次
は
、
マ
ル
チ
を
除
去
す
る
作
業

う 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

で
す
。
マ
ル
チ
は
、
両
端
が
土
に
埋
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ

を
掘
り
出
す
こ
と
が
難
儀
。
マ
ル
チ
が
残
れ
ば
次
の
畑

の
作
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
慎
重
に
除

去
し
ま
す
。
こ
こ
ま
で
で
前
半
の
作
業
を
終
了
し
、
し

ば
し
休
憩
。 

休
憩
後
が
い
よ
い
よ
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
の
開
始
で

す
。
「
お
～
！
で
か
い
芋
だ
！
」
「
ト
カ
ゲ
だ
！
蛇
の
子

ど
も
だ
！
野
鼠
が
出
た
ぞ
～
！
」
「
ツ
ル
ご
と
あ
げ
る

と
続
々
と
芋
が
く
っ
つ
い
て
く
る
」
「
た
く
さ
ん
あ
る
か

ら
芋
を
入
れ
る
カ
ゴ
が
た
ら
な
い
よ
～
」
な
ど
と
大
歓

声
が
上
が
る
中
、
和
気
あ
い
あ
い
と
堀
り
上
げ
が
順

調
に
進
み
ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
上
げ
る
人
、

芋
の
入
っ
た
カ
ゴ
を
運
ぶ
人
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
選
別
す

る
人
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
洗
う
人
と
役
割
分
担
も
ば
っ
ち

り
！
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
気
合
い
が
入
り
ま
す
。
参

加
し
た
子
供
た
ち
（
１
歳
児
～
中
学
生
ま
で
）
の
活
躍

も
光
り
ま
し
た
。
嬉
々
と
し
て
芋
を
掘
り
上
げ
、
大

喜
び
を
す
る
子
供
た
ち
の
歓
声
に
大
人
た
ち
も
思
わ

ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。  

 
 
 
 
 
 

梅
村
清
春 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

黙々と芋ほりに専念！大収穫だ 

やったぜ！２，０００キロ 

充実感でいっぱい！ 

みんな素晴らしい笑顔です！ 

仙
台
空
港
に
着
陸
す
る
機
内
か

ら
広
大
な
ク
ロ
マ
ツ
の
林
が
見
え
て

き
た
。
仙
台
空
港
は
、
東
日
本
大
震

災
の
年
の
４
月
末
に
支
援
物
資
を

石
巻
に
運
搬
し
た
際
に
立
ち
寄
っ

て
、
津
波
被
害
の
状
況
を
ま
の
あ
た

り
に
し
て
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。 

１０
月
３
～
４
日
、
み
よ
し
推
協

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
全
国
育
樹
祭

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
あ
わ
せ
て
オ
イ
ス

カ
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現

場
見
学
の
機
会
を
得
た
。
月
並
み

な
表
現
か
も
し
れ
な
い
が
、
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
！
現
場
に
行
く
と

海
岸
林
の
規
模
の
大
き
さ
に
圧
倒

さ
れ
た
。
１
４
年
前
に
見
た
あ
の
津

波
被
害
の
惨
状
は
、
今
で
も
は
っ
き

り
と
覚
え
て
い
る
。
よ
く
こ
れ
だ
け

の
規
模
の
植
林
を
成
し
遂
げ
ら
れ

た
な 

た
な
あ
と
い
う
の
が
、
最
初
の
感
想

で
あ
っ
た
。
オ
イ
ス
カ
の
吉
田
さ
ん
の

思
い
が
、
オ
イ
ス
カ
の
会
員
を
動
か

し
、
地
元
の
方
々
を
動
か
し
、
全
国

の
皆
さ
ん
を
動
か
し
た
。
現
場
で
詳

し
く
説
明
を
お
聞
き
す
る
と
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
段
階
か
ら
オ
イ
ス

カ
の
経
験
と
実
績
を
生
か
し
て
進

め
た
こ
と
が
よ
く
判
る
。
震
災
後
に

仕
事
が
な
い
状
況
の
な
か
、
地
元
や

行
政
と
の
協
働
だ
け
で
な
く
、
地
元

の
皆
さ
ん
に
雇
用
の
場
を
提
供
し
た

こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
妥
協
せ
ず
徹

底
的
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
も
成
功

の
理
由
だ
と
思
っ
た
。 

懇
親
会
で
は
、
み
よ
し
推
協
の
皆

さ
ん
、
オ
イ
ス
カ
の
職
員
の
皆
さ
ん

は
も
と
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
オ
イ
ス
カ
に
来
て
い
る
大
学
生
、

地
元
で
最
初
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
て
い
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
な
ど
の
お
話
を
聞
き
、
皆
さ

ん
が
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
楽

し
く
力
を
合
わ
せ
て
お
ら
れ
る
こ

と
を
実
感
で
き
た
。
植
林
は
終
わ
っ

て
も
、
こ
れ
か
ら
ク
ロ
マ
ツ
を
『
く

ず
』
や
『
松
く
い
虫
』
か
ら
守
っ
て
、

成
長
を
見
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
現
場
で
は
、
新
た
な
戦
い
が
継

続
し
て
い
る
。
改
め
て
、
オ
イ
ス
カ
の

活
動
の
意
義
と
素
晴
ら
し
さ
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

三
重
推
協
副
会
長 

吉
見
明
博 

 



 

 

          

  

 

 

 

    

関
西
へ
の
研
修
旅
行 

  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

    

オ
イ
ス
カ
友
の
会
が
支
援
品
を
寄
贈 

  

 

      
 
 

 

                       

                       
 

 
 

  
 

    

                     
 
 
 

 

 
 
 
 

 

    
 

    
 
 

 

  
 

 

   

                             

９・１０月 研修生の活動  レニ 

農業ボランティアの皆さんと 

サツマ芋の収穫をしました。 

２ｔくらい収穫出来ました。 

お米の出荷準備！ 

お米１キロ８００円で販売しています。 

よろしければ、ご購入下さい😊 

技
能
実
習
生 

修
了
式 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

◀ 今年２回目。 

ズッキーニの収穫ができました。 

農
業
研
修
生
４
名
、
家
政
研
修
生
１
名
、
引

率
１
名
の
計
６
名
が
１０
月
５
日
（
日
）
～
７
日

（火
）、
２
泊
３
日
で
大
阪
、
奈
良
へ
研
修
に
行
っ
て

来
ま
し
た
。 

１
日
目
の
大
阪
で
は
オ
イ
ス
カ
関
西
支
部
の

杉
本
健
次
様
よ
り
ご
案
内
い
た
だ
き
、
「
通
天

閣
」
と
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
２

日
目
は
「
大
阪
万
博
」
へ
行
き
、
帰
り
の
３
日
目
は

「奈
良
公
園
」
周
辺
を
散
策
し
ま
し
た
。 

皆
様
の
ご
支
援

で
日
本
を
知
る
貴

重
な
研
修
と
な

り
、
良
い
思
い
出
に

も
な
り
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 筑

田
明
生 

豊
田
汽
缶
１
名
（
フ

ィ
リ
ピ
ン
）
、
関
東
マ
ツ

ダ
７
名
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

が
セ
ン
タ
ー
の
研
修
を

終
え
て
会
社
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。
み
ん
な

真
面
目
な
青
年
で
、

特
に
１
人
は
日
本
語

検
定
１
級
の
猛
者
で
し

た
。
会
社
で
の
活
躍
に

期
待
で
す
。 

 
 
 
 

松
岡 

敦
彦 

９
月
３
日
（
水
）
、
オ
イ
ス

カ
友
の
会
（
高
濱
耀
圭
美
会

長
）
か
ら
セ
ン
タ
ー
支
援
品

を
多
数
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
飲
料
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ

ン
な
ど
の
食
品
や
タ
オ
ル
な

ど
の
生
活
必
需
品
を
会
員
さ

ん
か
ら
回
収
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
海
外
研
修
生
が

日
常
生
活
を
送
る
に
あ
た

り
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
友

の
会
会
員
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

 
 
 
 
 

小
杉
裕
一
郎 

 



 

 

 

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
お
客
様 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

          
 
 

 

                   

                            

                             

                             

 

更
新
会
員
名
簿
（５
５
６
／
７
７
９
） 

安
城
（
６
２
／
９
０
）
清
水 

清
、
石
川
邦
英
、

野
村
信
義
、
竹
本
和
彦
、
大
見 

学
、
錦
見
健

司
、
永
谷
俊
幸
、
中
部
土
地
開
発 

株
式
会

社
、
宮
川
啓
子
、
長
田
久
枝
、
三
浦
隆
敏
、
今

井
隆
喜
、
松
尾
学
樹
、
株
式
会
社 

レ
ジ
デ
ン

ス
・
カ
ミ
ヤ
、
立
憲
民
主
党
愛
知
県
第
１３
区

総
支
部
、
山
本 

允
、
宮
﨑
千
春
、
あ
い
ち
中

央
農
業
協
同
組
合
、
鬼
頭
絹
江
、
曙
工
業 

株
式
会
社
、
鳥
居
忠
良
、
安
成
工
業 

株
式

会
社
、
碧
海
信
用
金
庫
、
株
式
会
社 

ク
サ

カ
、
株
式
会
社 

マ
キ
タ
、
株
式
会
社 

玉
井

設
計
、
白
谷
隆
子
、
溝
口
史
朗
、
明
治
用
水

土
地
改
良
区
、
ヤ
ス
キ
建
設 

株
式
会
社
、
都

築
光
哉
、
野
村
宏
之
、
秀
成
会
、
安
城
市
長
、

三
浦
電
気 

株
式
会
社
、
竹
下
忠
直
、
小
久

保
沙
奈
美
、
日
本
モ
ウ
ル
ド
工
業 

株
式
会

社
、
中
央
精
機 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

東

祥
、
万
能
工
業 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

南

山
園 

岡
崎
（
１
７
／
２
６
）
小
久
井
正
秋
、
園
山
康

男
、
あ
い
ち
三
河
農
業
協
同
組
合
、
六
ツ
美

養
鶏
加
工
協
同
組
合
、
株
式
会
社 

レ
イ
ン
ボ

ー
、
岡
崎
市
議
会
自
民
清
風
会
、
酒
井
英

二
、
小
原
建
設 

株
式
会
社
、
オ
カ
ザ
キ
製
パ

ン 

株
式
会
社
、
周
平
懇
和
会
、
朝
日
工
業 

株
式
会
社
、
内
田
康
宏 

蒲
郡
（
５
／
８
）
飛
田
常
年
、
自
由
民
主
党
愛

知
第
十
四
選
挙
区
支
部
、
蒲
郡
信
用
金
庫
、

株
式
会
社 

大
国
屋
、
有
限
会
社 

山
本 

刈
谷
（
２
３
／
３
５
）
株
式
会
社 

え
び
せ
ん
べ

い
の
里
、
稲
垣
賢
治
、
神
谷
昌
宏
、
株
式
会
社 

三
陽
製
作
所
、
株
式
会
社 

伊
藤
宝
石
店
、

角
文 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

サ
ー
テ
ッ
ク

カ
リ
ヤ
、
刈
谷
商
工
会
議
所
、
自
由
民
主
党

参
議
院
愛
知
選
挙
区
第
五
支
部
、
シ
マ
ツ 

株

式
会
社
、
鈴
木
絹
男
、
𠮷
原
建
設 

株
式
会

社
、
株
式
会
社 

淺
野
機
械
工
業
所
、
若
杉

里
子
、
株
式
会
社 

オ
ジ
マ
、 

寄
付
品 

オ
イ
ス
カ
友
の
会(

豊
田
市) 

ア
ニ
ー
サ
（碧
南
市
） 

中
野
良
之
（湖
西
市
） 

梅
村
清
春
（豊
田
市
） 

株
式
会
社 

山
信
商
店
（豊
田
市
） 

矢
作
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
（豊
田
市
） 

鈴
木
康
予
（豊
田
市
） 

鈴
木
英
二
（名
取
市
） 

渡
辺
素
巳
（瀬
戸
市
） 

 

株
式
会
社 

小
垣
江
鉄
工
所
、
カ
リ
ツ
ー 

株

式
会
社 

知
立
（１
２
／
１
１
）岩
瀬
和
義 

豊
田
（
１
５
２
／
２
０
３
）
中
村
浩
之
、
新
宮
美

恵
子
、
早
川
内
科
医
院
、
磯
谷
弘
治
、
早
川 

信
、
市
村
直
生
、
オ
カ
タ
産
業 

株
式
会
社
、

大
東
工
業 

株
式
会
社
、
豊
田
鉃
工 

株
式
会

社
、
豊
田
化
学
工
業 

株
式
会
社
、
有
限
会

社 

ワ
イ
ル
ド
グ
ー
ス
、
小
嶋
祐
里
、
愛
東
運

輸 

株
式
会
社
、
坂
元
玲
介
、
深
津
由
子
、
平

成
ペ
ッ
ト 

有
限
会
社
、
キ
ト
ウ
興
産 

株
式

会
社
、
甲
村
雅
彦
、
有
限
会
社 

小
池
牧
場
、

鬼
頭
工
業 

株
式
会
社
、
日
本
介
護
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社
、
大
久
保
雅
弘 

名
古
屋
（
３
５
／
５
６
）
株
式
会
社 

中
日
新

聞
社
、
ブ
ラ
ザ
ー
工
業 

株
式
会
社 

名
古
屋
北
（２
４
／
３
３
）坂
口
文
孝 

名
古
屋
南
（
１
１
／
１
３
）
正
田
晴
一
、
大
野

明
美
、
後
藤
公
平
、
株
式
会
社 

エ
ネ
ア
ー
ク

中
部 

西
尾
（
１
９
／
２
６
）
河
合
物
産 

株
式
会
社
、

伊
藤
則
男
、
ア
ス
カ
工
業 

株
式
会
社
、
杉
浦

弘
造
、
毎
味
水
産 

株
式
会
社
、
西
尾
信
用

金
庫
、
有
限
会
社 

小
笠
原
牧
場
、
長
坂
建

設
興
業 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

は
と
屋
、

西
三
河
農
業
協
同
組
合
、
岡
田
税
理
士
事
務

所
、
西
尾
商
工
会
議
所
、
石
川
農
機 

株
式

会
社
、
株
式
会
社 

エ
ム
ア
イ
シ
ー
グ
ル
ー
プ
、

田
中 

脩
、
山
旺
建
設 

株
式
会
社
、
株
式
会

社 

オ
テ
ィ
ッ
ク
ス 

碧
南
高
浜
（３
２
／
４
５
）鈴
木
宏
枝 

み
よ
し
（
３
７
／
３
６
）木
村
典
子
、
有
限
会
社 

出
原
新
聞
店 

三
重
（２
０
／
２
３
）太
陽
化
学 

株
式
会
社 

（九
月
末
ま
で
掲
載
） 

 

寄
付
金 

 

浅
野
奈
々
穂
（相
模
原
市
） 

佐
藤
美
智
代
（豊
田
市
） 

合
資
会
社 

鳥
居
種
苗
店
（豊
田
市
） 

明
保
澄
雄
（岡
崎
市
） 

眞
喜
志
英
呈
（豊
田
市
） 

松
本
佳
子
（美
浜
町
） 

ダ
ン
フ
ー
ズ 

株
式
会
社
（豊
田
市
） 

東
洋
金
属 

株
式
会
社
（扶
桑
町
） 

オ
イ
ス
カ
三
重
推
進
協
議
会
（四
日
市
市
） 

豊
田
東
名
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（豊
田
市
） 

荒
川
良
寛
（名
古
屋
市
） 

服
部
俊
美
（豊
田
市
） 

長
田
昭
吾
（安
城
市
） 

黒
田
啓
介
（名
古
屋
市
） 

四
国
研
修
セ
ン
タ
ー
か
ら
転
勤 

ガ
デ
ィ
で
す
！ 

 １０
月
４
日
（
土
）
に
、
香
川
県
に
あ
る
四
国
研
修

セ
ン
タ
ー
か
ら
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
に
転
勤

し
ま
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
ア
ル
ブ
イ
ア
ナ
グ
シ
ビ
で

す
。
ガ
デ
ィ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
転
勤
は
初
め
て

で
す
が
こ
れ
か
ら
の
仕
事
、
出
会
い
、
経
験
な
ど
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

 

  

新
入
会
（
個
人
） 

坂
口
文
孝
（名
古
屋
市
） 

児
玉
洋
子
（四
日
市
市
） 

ベ
ル
マ
ー
ク 

高
濱
耀
圭
美
（豊
田
市
） 

１０

月

１５

日

（
水
）
、
オ
イ
ス
カ

国
際
理
事
会
で

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

で
の
組
織
設
立

が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

２２
日
、
代
表

者
２
名
が
来
所

さ
れ
、
セ
ン
タ
ー

現
場
を
視
察
さ

れ
ま
し
た
。 

小
杉
裕
一
郎 


